
中06 練馬区立開進第二中学校

令和３年度 学力向上を図るための全体計画

関連法令等 学校教育目標 期待や願い
・日本国憲法 ２１世紀に生きる平和的な国家および社 ・基礎学力の確実な定着
・教育基本法 ・学校教育法 会の形成者として、真理と正義を愛し、 ・自らを律し、他と協調し他人
・学習指導要領 個人の価値を尊び、勤労と責任を重んじ、 を思いやる心や感動する心の
・児童の権利に関する条約 自主的精神に充ちた心身ともに健康な生 育成
・人権教育及び人権啓発の推進 徒の育成を目指し、次の目標を定める。 ・自分で課題を見付けるととも
に関する法律 に、学び、判断する資質や能

・東京都人権施策推進指針 １ 自立 よく考える人になろう 力の育成
・東京都教育委員会教育目標 ２ 勤労 すすんで働く人になろう ・たくましく生きるための健康
・練馬区教育委員会教育目標 ３ 協調 ともにたすけあう人になろう の保持増進と体力の育成

学校経営方針（学力向上にかかわる要点）
①生徒主体の授業、思考力・判断力・表現力等の育成を目指し、全教員が年間１回以上の研究授業を実施し、教員が
相互に授業を見合うことで指導の工夫等についての共通理解の場をもつ。
→目指す授業の視点として｢本時の目標｣｢思考や判断を表現｣「発問の工夫」｢生徒同士の関わり｣｢振り返り｣につい
て協議し、授業力向上を図る。

②小学校と連携し、家庭学習の定着と読書の習慣化に小中が共通の方針、方法で取り組む。
→家庭学習の実態調査から小中共通の取組体制を確立し、保護者との協力の上、家庭学習の定着・継続を図る。ま
た、読書の習慣化とともに学校図書館の積極的な活用により本に親しむ態度を育成する。

③数学・英語において、全学級、全時間において習熟度別少人数授業を展開し、基礎的・基本的な知識や技能の習得
を確かなものとする。
→一人一人に応じたきめ細かな指導と共にグループ学習を積極的に活用し、協働的な学習を通して思考力・表現力
を伸ばす指導を目指す。

各教科の指導の重点 本校における確かな学力 道徳の指導の重点
・基礎的・基本的な知識、技能の 本校では学習指導要領に示された基 ・人権尊重の精神を基盤に、自他
確実な定着に努めるとともに、 礎・基本を重視し、次のような力の育 の生命の尊重と規範意識を育て
個に応じた指導の工夫を図る。 成を目指す。 る。

・言語活動の充実に努め 「思考 ・社会の一員として、集団生活の、
力、判断力、表現力等」を育成 ルールや責任を自覚させ、我が
し、自己の知識や技能、経験を 国の文化と伝統を尊重する精神
活用する能力を伸長する。 を育む。

総合的な学習の時間の指導の重点 特別活動の指導の重点
・人権尊重の視点に立つ総合的な ・多様な他者と協働する様々な集
学習の時間の工夫を進める。 団活動を通して、合意形成や意

・体験的な学習活動を通して社会 思決定をする力を育む。
性や自主性を育む。 ・生徒が自主的・実践的に集団活

・生涯学習の基礎を培うための調 動に取り組み、互いのよさや可
べ学習等を通し、個に応じた指 能性を発揮して集団や自己の課
導の充実を図る。 題を解決する力を育成する。

キャリア教育の指導の重点 生活指導の指導の重点
、 、・進路を保障するための基礎学力の充実、確 ・挨拶と返事 礼儀とマナーの指導を徹底し

かな学力の定着を図る。 良好な人間関係を自ら築くことのできる生
・進路説明会、懇談会等での情報発信を通し 徒を育成する。
て、家庭や地域との連携を深める。 ・教職員と生徒・保護者の信頼関係を基盤と

・キャリア・パスポートを活用することによ し、毅然とした丁寧な指導をする。
、 、って、生徒自らが将来の希望について考え ・難聴学級生徒との交流を図り 理解を深め

られるような指導を進める。 思いやりのある人間関係を構築する。

本校の授業改善に向けた視点
指導内容・ 教育課程 校内における 家庭や地域社会 小中一貫教育

評価活動の工夫
指導方法の工夫 編成上の工夫 教員研修の工夫 との連携の工夫 の視点

・確かな学力を育 ・数学科の習熟度 ・研究授業による ・明確な目標の提 ・地域の人材を活 ・人権教育におけ
カリキュラム・マネジメント成することを念 別指導の実施 授業改善、授業 示と具体的な評 用した教育活動 る

頭に置いた基礎 ・英語科の習熟度 研究のための研 価規準の明示 ・ボランティア活 の視点に立った
・基本の徹底 別指導の実施 修会の実施 ・評価計画、評価 動を通した地域 指導計画の作成

・全教科における ・自己教育力の育 ・年間１回、全教 方法の見直し との交流 ・家庭学習定着に
言語活動の充実 成を図るための 員の研究授業の ・生徒による授業 ・学校評議員会に 向けた取組の継

・国、都の学力調 計画的な調べ学 実施 評価の実施 よる協力や評価 続と強化
査、入試問題等 習と読書活動の ・外部研修会等へ ・評価結果の相互 ・家庭と協力した ・児童・生徒の交
の活用 実施 の積極的な参加 検討の実施 学習計画の取組 流の実践

生きる力

人権尊重
体力の向上

豊かな心確かな学力

基礎的、基本的な知識･技能の習得
自ら学ぶ姿勢･意欲の育成

知識･技能を活用する能力の伸長
課題発見能力、問題解決能力の育成
思考力･判断力･表現力の育成

主体的・対話的で
深い学び の 充 実

生徒主体の 自ら学ぶ 個に応じた
授業 姿勢 指導


